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日本経済新聞・朝日新聞出版『AERA』等の取材を終えての中間的視点 

 

橋本住職 

お世話になっております。AERA の〇〇です。 

この度は大変お世話になります。 

アマゾンの「お坊さん便」もそうですが、橋本住職が進めておられる改革はビシネスラ

イクすぎて、仏教が大切にしてきた目には見えない「心の部分が失われていく」という批

判があるかと思います。 

この点、つまり「心の部分が失われていくのではないか」という批判に対し、橋本住職

がどう認識し、それについてどうお考えか教えていただけますでしょうか。 

 

 
 
 

仏教とお金。つまり宗教とビジネスのアンチテーゼ。（否定的主張）根本問題の解決が即、

寺院社会の衰退を考える上で最重要課題となります。 

 古代インドの原始仏教では僧侶の労働を禁止しています、僧侶即修行者、非労働者、聖

職者の位置づけとなります。これは現在でも南方の上座部仏教は 頑
かたく

なにこの伝統を保持し

ています。しかしながら中国の僧院、禅宗寺院などは自給自足を標榜して労働僧としての

立場を確立していくことになりました。わが日本では江戸期以降は幕府の宗教政策により

寺院は檀家制度によって守られてゆく事になりました。これは仏教保護政策を敷くことで

幕府は民衆統治を完全に手中に治めることに成功したのです。その後は明治の廃仏毀釈、

戦後の農地解放という寺院にとっては最悪のシナリオ、苦難を経ながらも寺院はそれでも

檀家制や葬式仏教との融合によって危機を乗り越え目ざましい発展を遂げてきました。 

今日、時代の潮流の中で日本仏教を取り巻く環境は大きく変化の波にさらされておりま

す。少子高齢化、地方の過疎、IT 社会、グローバル主義は容赦なく伝統仏教に変革を迫っ

ているのです。形骸化した日本仏教の立て直しのためには先ず僧侶一人一人が真摯に労働

と向き合い社会に貢献していくことが求められています。世俗化した在家仏教、俗人的僧

侶にあっては何よりも謙虚にして驕らず低姿勢でもって社会と向き合うことでしょう。 

そして生き残り策の一つとして脱お布施依存、脱檀家制は今後は多くのお寺で取り組ま

なくてはいけない課題です。必ずしも営利を目的としない宗教、医療、教育にあっても収

益性は最も大事なことで経営手腕のない寺院、病院、学校は今後立ちゆかなくなるでしょ

う。かといって高度な医療、教育、宗教性も合わせ持った医師、教師、宗教者でないと人

は付いてきません。高い専門性と事業計画性、更には聖職者には今や清貧さと清潔さを兼

ね備えた人格者が求められているのです。そういう人でないと非営利を目的とした健全経

営は不可能ということになります。また現場経験の豊富な人の機微に通じた魅力的な人柄

でないと勤まりません。特に住職経験のない評論家・アドバイザーには寺院の運営、経営
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コンサルタント指導は至難の技となります。 

 これからの宗教指導者に必要な要素は高い専門性、経営哲学、高潔な人柄となります。 

「心」の問題を扱う宗教者には信用が第一であり、私生活が清貧であることは説得力を増

します。 

 最後に米国で曹洞宗学を研究し、禅を実践していたかの天才、スティーブ・ジョブズ（ア

ップル創業者）の名言を添えて擱筆
かくひつ

とします。 

Steve Jobs said to us ,「Stay hungry,stay foolish!」 

 

 

その一 

過日 日経新聞の記者が来られた際に彼女から不動産所得のある都会の御寺院さんだけは

これからもある程度は安泰といわれてますよねという発言がありました。これは然りかも

しれません。と私は伝えました。ただし私自身は生涯一僧侶 一修行僧でいたいので不動産

所得でもって生活をしていく気はさらさらありませんとだけ伝えました。堕落僧だけには

なりたくないし罰当たりのこともしたくありません。何の為に僧侶になったかわからない

ような人達の中でうんざりして孤軍奮闘している訳ですから。ビジネスライク僧侶という

人もいますがそれは他人が判断することで本人は全くそんなことは思っておりません。私

なりには正統派を自認しております。自ら稼いで私財はお寺に寄付をするというスタイル

はこれまであまりなかった寺院経営かもしれません。いずれこれが頭角を現して新たな宗

教的ビジネススタイルになれば「脱お布施 脱檀家制」による新形態になるかもしれません。 

 実は今の世の中の人はお坊さんだって一社会人であり、お寺だって一企業なんだから少

しは自助努力、経営努力をしてよという人はたくさんおらます。これをしてこなかったツ

ケがいま来ているだけです。そしてこれを仕向けてこなかった宗門や本山、檀家達にも責

任があるというのが私の主張です。ざっとこんなところです。参考にしていただければ幸

いです。御質問等ございますればいつでもお受けいたします。 

 

 

その二 

そもそも檀家制とは会員によるスポンサー制度のようなものです。会員権を買って葬

儀・法事をしてもらう典礼権を取得しているものです。それもビジターより高いスポンサ

ー料・典礼料を支払わされているのですから、それにどれだけの価値があるというのでし

ょうか。檀家もそれとは気づかずにいたと思います。 

これまで、お寺と檀家は狐とたぬきのばかし合いにも似た駆け引きを演じてきただけな

のです。私も檀家制度を返上してみて改めてこんな制度はいらなかったなとつくづく感じ

ておるところです。しがらみの強い田舎社会や寺院組合などのおつき合いなども無意味だ

った一面もあったと思います。 

今はここグアム島のリゾートホテルからオーシャンブルーの海を眺めつつ述懐しており
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ます。これからは「おつきあいすべき檀家」「おつきあいすべきでない檀家」「おつきあい

するに足る僧侶か否か」をよく見極めながら突き進んでいきたいと思っております。幸い

にも今は多方面からお仕事をいただいておりますので生活は何とか成り立っております。

資産家、事業家、知識人、文化人、メディア関係者の方たちとの人脈も順調に築けており

ます。信徒も増加の一途です。仮に旧檀家が半減したとしてもやっていけるようにしてあ

るのが今の体制です。仮りに 100 軒抜けてもそれから 1,000 軒入ってくるから大丈夫とい

う話はしております。ただ今のところ離檀（信）した人は一軒（一人）もおりません。 

おかげさまでよそをやめて移動したい人の相談は常時あります。ですから今は強気でや

らせていただきたいと思います。 

先日も講演で訪れた長野県のご寺院様方とも良好な人間関係をつくることができました。

おかげさまで懇親会も大盛況でした。結制再会で訪ねた新潟は魚沼教区のご寺院様方とも

意気投合しております。何も地元の人と無理に仲良くすることは全くないですし、世の中

には他にもたくさん素晴らしい人がいますので若い人達には勇気をもって袂を分かち、新

しい世界へと飛び込んでいっていただきたいと思います。私もこれまで従来のご縁を切り

離してきました。その都度、不思議とそれ以上の出会いに恵まれて、かけがえのない人達

と知り合うことができました。人生は旅であり風景は日々変わります。何の心配もありま

せん。 

決して去る人を追ってはいけません。潔く別れればいいだけのことです。それがその後、

あなたに幸運をもたらすのです。これは私の場合ですが、後から来る人の方が 99％去った

人よりも上質です。逃がした魚は大きかったことは一度もありません。自分自身が常に成

長し、挑戦さえしていれば人物は現れますし、実力者の方から近づいて来るものです。 

時にはちょっと運がよくなかったという人もいますが、それでも不徳の致すところと割

り切り「よく運も実力のうち」といわれますが、情に流されないことが肝心です。一度決

めたことはとことん押し通す覚悟です。 

世の中は果てしなく広く雄大です。狭い世界で小さくまとまることはありません。これ

からは遠心力の働く世の中になってきます。私の仕事場も今はさいたま市方面が増えてお

ります。過日は大宮に別院を開設いたしました。都会の人とのお付き合いが多くなりスマ

ートで洗錬されていていいなあと思うことがよくあります。今後はさらに視野を広げ、浦

和や新都心、都内へと進出を計画しております。 

寺院諸問題の問い合わせも全国的に多くなりコンサルタント業務も増加していく傾向に

あります。しがらみを断ち切って英断をし、勇気をもって行動したものだけが生き残って

いけることを宣言して一先ず筆をおきます。『若者よ、立ち上がれ！』 
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その三 

窮屈な環境の中でひたすら我慢をしいられ、言いたいことも言えない、やりたいことも

できない世の中のままでいいのでしょうか。「自信がない」「勇気がない」のはわかります

が、このままでは何も変わりません。残るもの、残せるものは「後悔」だけになってしま

います。反対勢力（抵抗）の旧檀家や守旧派の寺院は既得権益を守りたいだけでそこには

何の構想も哲学もありません。そもそも檀家が主体の寺院運営・経営なんてものはありえ

ないし、旧態依然とした寺院勢力に未来像は描けません。檀家が株主面をしたいのであれ

ば、もう少し見守る姿勢があってもいいのではないでしょうか。親が、先祖が偉かった(寄

付をした)ではまるで子供のセリフです。なんとも情けないことか。いまだ行動ができた人

は一人もいません、 燻
くすぶ

り続けているだけです。ただこのまま逃げ切りたいだけなのです。

抵抗勢力が最も嫌がることは私がメディアに出演したり、新聞・雑誌に取り上げられるこ

とのようです。ですから私は日々近況を発信しながら攻めの姿勢を変えるつもりは全くあ

りません。 

『兎に角 首尾一貫 意地を通して果敢に挑み、突き進むのみ』これが今の心境です。心

情を吐露し、信念を披瀝
ひ れ き

させていただきましたことをこの場を借りて感謝申し上げます。 

 

 

お世話になっております。 

ご連絡ありがとうございました。 

取材を通して感じたのですが、多くの寺院は檀家制度はすでに限界にきていると気づいて

いると思います。 

それでも現状に甘んじているお寺に未来はないと思います。 

橋本住職が、裏切り者のレッテルを張られながら孤軍奮闘されていることは、いずれ実を

結ぶのではないでしょうか。批判の一方には、期待もあると思います。 

 

御礼まで。(某記者) 
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